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1 はじめに

有明北地区は、東京都心（東京駅）から直線距離

で約５kmに位置しており（図表１）、この都心に近

接した立地条件を生かして、うるおい豊かな都市型

居住空間を創っている。この地域には台場地区や晴

海豊洲地区があり、現在開発中のウォーターフロン

トである。

本工事は、臨海副都心まちづくり推進計画の一環

として、有明北地区において都民に開かれた水辺空

間をつくるため、埋立事業を行うものである。

また、東京港を多様な水生生物が住めるよう、自然回

復を目指して近自然型護岸を設置するものである。

２ 工事概要

工事件名：平成１５年度有明北地区護岸建設工事

（その２）（次頁図表２～４）

発 注 者：東京都財務局

施 工 者：熊谷・布施建設共同企業体

工事場所：東京都江東区有明１丁目地先

工 期：平成１６年３月８日～同１７年３月８日

工事内容：施工延長２６２．９m、天端高 AP＋３．０

盧 本体工

控え式直立護岸 ２３２．６m

自立式直立護岸 ６０．０m

盪 裏込・裏埋工

裏込材 ５，３２０m３

裏埋材 ５１，６００m３

蘯 上部工

コンクリート １，０８０m３

盻 付属工

防食工 ３５５個（陽極取付）

汐入工 ２，１００m３（捨石）

眈 海上地盤改良工

固化工（高圧噴射攪拌） ２１２本

床堀工 １９，８００m３

眇 有明北地区分室船舶航行安全施設・要員

同上１式

眄 安全監視船

同上１式

３ 施工上の問題点（護岸の変位）

本工事の本体工である護岸は、控え式直立護岸（前

面シートパイルをタイワイヤーで控えシートパイルと

近自然型護岸施工途中における
鋼矢板変位防止対策

熊谷・布施建設共同企業体
有明作業所 所長

柏原 貴彦

図表１
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図表３ 工区平面図

図表４ 標準断面図
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固定）のタイプと自立式直立護岸（人工渚部で海側

に捨て石で傾斜型に押さえる）のタイプに分かれる

が、自立式直立護岸部で完成形は安定し問題ないが、

施工途中においての暫定時は施工順序から矢板に受

ける砂岩ずり等の土圧のバランスが悪くなり、矢板

に変位が生じるおそれがあった。

４ 対策工

【１】対策案

自立式直立護岸部（図表５）において上部コンク

リートや電気防食（AP－２．０m）の位置や前面・背

面の砂岩盛立ての施工手順から施工途中においての

暫定時では極めてバランスが悪くなる。

そこで、前面側を現況海底である AP－４．０mで

施工した場合、護岸矢板（FSP蠱w型、L＝１２．５m）

で背面の埋立での影響を検討した。

検討は以下の３タイプで行った。

［タイプ１］

前面側 AP－４．０m

背面側 AP＋３．０m

［タイプ２］

前面側 AP－４．０m

背面側 AP＋１．４m（上載荷重として土圧に影響

しない範囲を盛土）

［タイプ３］

前面側 AP－４．０m

背面側 AP－１．１m（上載荷重として土圧に影響

しない範囲を盛土）

【２】対策検討結果

原設計より決定されている結果を、次頁の図表６

図表５ 自立式直立護岸部断面図
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に示す。

【３】考 察

図表７として以下に検討を示す。タイプ１は応

力・変位がともに許容以内には収まらない結果と

なった。

また、タイプ２は許容範囲内ではあるが、変位が

９１．８mmと非常に大きいため問題があると考えられ

る。そのため、施工上において極力変位が発生しな

いタイプ３で施工を行うこととした。

タイプ３については、背面側は土重量が上載荷重

として主動土圧に影響しない範囲を盛土する（図表

８、９）。

図表６ 原設計に示されている検討結果

暫定時 常 時（腐食後） 地震時（腐食後）

設計海底面 （m） －２．００ －０．５０ －０．５０

応 力 度 σ（N/mm２） １４６（１８０） ６８（１８０） １６９（２７０）

変 位 δ（mm） ８２．２（１００．００） ２２．４（５０．００） ７７．６（１００．００）

必要根入れ長 D（m） １２．５０ ９．５０ １１．５０

矢 板 全 長 L（m） １２．５０（矢板天端＋２．５m）

鋼矢板種類 ―― U型鋼矢板 FSP－蠱w型

図表７ 検討結果

状 態 施工時

タイプ タイプ１ タイプ２ タイプ３

設計海底面 （m） －４．００ －４．００ －４．００

鋼矢板種類 ―― FSP－蠱w型 FSP－蠱w型 FSP－蠱w型

応 力 度 σ（N/mm２） ５６９（２７０） １６８（２７０） ６８（２７０）

変 位 δ（mm） ６７４．６（１００．０） ９１．８（１００．００） １７．６（１００．００）

必要根入れ D（m） １６．００（１２．５０） １２．５０（１２．５０） １１．６８（１２．５０）

判 定 ―― × □

図表８ タイプ３モデル図
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５ おわりに

本工事のほか、有明北地区埋立事業は発注者・施

工者の綿密な施工検討や水域関係者の協力の結果、

平成１６年度までの工事が無事故無災害で完了した。

有明北地区は臨海副都心の新名所になり都民に開

かれた水辺空間を持った地域として、今後もますま

す発展していくと思われる。

お近くに来られた際は、ぜひ同地区にお立寄りい

ただき、本工事の一端でも触れていただければ幸い

である。

図表９ タイプ３施工順序

写真１ 自立式護岸暫定時 写真２ 自立式護岸完成時

写真３ 控え式直立護岸完成時


